
室内環境におけるウイルス飛沫感染の予測とその対策
：富岳大規模解析に向けたケーススタディ
（１）飛沫モデルの開発

• 飛沫モデルには自動車エンジン内燃焼に用いる噴霧モデルを改良
気流・飛沫連成シミュレーションと飛沫モデルの概要 モデルの検証（自動車エンジン噴霧モデル）



（２）発話・歌唱・咳モデルの開発
• 飛沫粒径分布と呼気流量の時間変化を境界条件として設定
• 会話，歌唱はone, two, …., tenを5.5秒で発話し，それを繰り返す
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